
























































































































































































































































































試 料 1緑 色1青 色 赤 色


















試 料 緑 色
? 色1赤 ?
114 1・・223土…28（・・）i…8・土・・22（・・）【・・22・土…28（・・）…3・5土・・38（・・）
113 ［…89±…24（・・）1
112 1・・232±…29（・v）1…95土・・24（・v）1
111 1・・232±…29（・・）1…9・土・・24（ev）i
110 1・…9土…27（・v）i
116 1　・・233土・・29（・v）1
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　　　　E　＝TGk　l。gs
　この式を使って各Glowヒ゜一クに対応するトラップの深さを計算すると次の様になる（前項）。
　　4・2現象面からの考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　C、とAlを含む試料（113，112，111，110，116）に於て，　Alの濃度が増すに従って青色発光が減少して，緑
色発光が増大する。又青色発光は120°K付近にGlowピークをもち，緑色発光は140°K付近にGlowピ
ークをもつ。従ってA1の濃度の増カロに伴い深いトラップの数が優勢になることがわかる。しかしこの実
験だけではトラップがいかなる性質をもつかについてはわからず，又C。のみを含む試料（114）での赤色熱
発光は今迄に報告されていないので，当研究室に於ける他の研究と合せて今後検討して喚く所存である。
　終りに臨み指導助言を賜わった藪本忠一教授，杉本泰助手に深厚なる謝意を表する。又去年一年間共に
実験に携わった東山潔人君に感謝する。
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